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衆
議
院
議
員
石
井
紘
基
君
提
出
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
地
域
に
棲
息
す
る
大
型
猛
禽
類
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に

対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
四
七
第
一
三
号
）
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
イ
ヌ
ワ
シ
Ｄ
つ
が
い
を
含
む
徳
山
ダ
ム
周
辺
の
イ
ヌ
ワ
シ
及
び
ク
マ
タ
カ
の
保
全
対
策
（
以
下
「
保
全
対
策
」

と
い
う
。
）
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
二
月
に
水
資
源
開
発
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
が
公

表
し
た
「
徳
山
ダ
ム
周
辺
の
希
少
猛
禽
類
と
そ
の
保
全
」
（
以
下
「
公
表
資
料
」
と
い
う
。
）
の
中
で
、
「
事
業
が
及
ぼ
す

影
響
へ
の
対
策
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

き
ん

公
表
資
料
に
よ
れ
ば
、
公
団
は
、
猛
禽
類
の
専
門
家
を
含
む
徳
山
ダ
ム
環
境
保
全
対
策
委
員
会
を
設
立
し
、
総
合
的
、
具

体
的
か
つ
効
果
的
な
保
全
対
策
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
徳
山
ダ
ム
完
成
後
を
含
め
た
中
・
長
期
的
な
影
響
に
対
す
る
保

全
対
策
と
し
て
堤
体
材
料
採
取
箇
所
の
変
更
、
道
路
計
画
の
見
直
し
等
の
措
置
を
、
ま
た
、
ダ
ム
建
設
中
に
発
生
す
る
短
期

的
な
影
響
に
対
す
る
保
全
対
策
と
し
て
徳
山
ダ
ム
の
建
設
事
業
（
以
下
「
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る

イ
ヌ
ワ
シ
又
は
ク
マ
タ
カ
の
各
つ
が
い
を
対
象
と
す
る
営
巣
確
認
調
査
の
実
施
を
含
む
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強
化
、
繁
殖
状
況

に
応
じ
た
工
事
実
施
工
程
の
調
整
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

一



こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
公
団
は
、
本
年
四
月
二
十
四
日
、
徳
山
ダ
ム
の
本
体
工
事
起
工
式
に
先
立
っ
て
、
徳
山
ダ
ム
環
境
保

全
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
堤
体
材
料
採
取
箇
所
の
変
更
、
イ
ヌ
ワ
シ
及
び
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
行
動
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
等
の
措
置
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公
表
資
料
に
示
さ
れ
た
保
全
対
策
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
は
、
環
境
庁
が
平
成
八
年
八
月
に
策
定
し
た
「
猛
禽
類
保

護
の
進
め
方
」
で
示
し
て
い
る
基
本
的
な
考
え
方
と
整
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
お
む
ね
適
切
な
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
団
が
実
施
し
て
い
る
繁
殖
行
動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
う
ち
、
工
事
の
影
響
が
繁
殖
期
の
行
動
範
囲
に
及
ぶ
と
考

え
ら
れ
る
イ
ヌ
ワ
シ
及
び
ク
マ
タ
カ
の
各
つ
が
い
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
調
査
内
容
を
引
き
続
き
充
実
さ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
工
事
実
施
工
程
の
調
整
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
必
要
に

応
じ
、
公
団
に
対
し
て
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

公
表
資
料
に
よ
れ
ば
、
徳
山
ダ
ム
の
集
水
区
域
と
隣
接
す
る
下
流
域
を
ほ
ぼ
包
含
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
十
七
つ
が
い
の

ク
マ
タ
カ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
公
団
が
事
業
に
よ
り
自
然
が
改
変
さ
れ
る
区
域
を
中
心
に
選
定
し
た
観
察
地
点
に

し
よ
う

お
い
て
実
施
し
た
ク
マ
タ
カ
の
飛
翔
等
に
関
す
る
調
査
の
結
果
や
営
巣
の
状
況
に
照
ら
せ
ば
、
こ
れ
ら
十
七
つ
が
い
の
う

二



ち
、
公
表
資
料
の
五
十
ペ
ー
ジ
に
示
さ
れ
て
い
る
Ａ
、
Ａ
�
、
Ｂ
、
Ｄ
、
Ｆ
、
Ｇ
、
Ｉ
及
び
Ｋ
の
八
つ
が
い
に
つ
い
て
は
、

た
ん

事
業
に
係
る
ダ
ム
堤
体
、
湛
水
域
、
道
路
等
と
し
て
地
形
及
び
植
生
が
改
変
さ
れ
る
区
域
が
そ
の
繁
殖
期
の
行
動
圏
の
中
に

含
ま
れ
て
お
り
、
影
響
の
程
度
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
繁
殖
活
動
等
に
事
業
の
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。残

り
の
九
つ
が
い
の
ク
マ
タ
カ
に
つ
い
て
は
、
事
業
に
伴
い
地
形
及
び
植
生
が
改
変
さ
れ
る
区
域
は
そ
の
生
息
域
と
考
え

ら
れ
る
区
域
の
一
部
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
繁
殖
活
動
等
に
対
す
る
事
業
の
影
響
は
全
般
的
に
み
れ
ば
先
の
八

つ
が
い
よ
り
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
十
二
年
四
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
四
七
第
一
三
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い

う
。
）
の
三
の
�
に
つ
い
て
に
お
い
て
、
事
業
が
こ
の
地
域
に
生
息
す
る
ク
マ
タ
カ
個
体
群
す
べ
て
に
甚
大
な
影
響
を
与
え

る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
旨
を
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
答
弁
書
の
三
の
�
に
つ
い
て
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
平
成
八
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
間
の
ク
マ
タ
カ
の
繁

殖
数
の
推
移
と
ダ
ム
関
連
工
事
と
の
因
果
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
旨
を
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

三



環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
は
、
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
関
し
、
こ

れ
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
そ
の
他
環
境
の
保
全
に
自
ら
努
め
る
責
務
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
各
種
開
発
行

為
に
伴
う
猛
禽
類
の
保
護
対
策
は
、
事
業
者
の
責
務
と
し
て
、
各
開
発
事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
基
本
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
環
境
庁
に
お
い
て
は
、
公
団
か
ら
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
な
保
全
対
策
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
徳
山
ダ
ム
環
境
保
全
対
策
委
員
会
等
を
通
じ
て
専
門
家
の
指
導
及
び
助
言
を
得
な
が
ら
効
果
的
な
保
全
対
策

及
び
調
査
研
究
を
推
進
し
て
い
く
と
の
説
明
を
受
け
て
お
り
、
今
後
、
猛
禽
類
の
保
護
対
策
上
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

は
、
公
団
に
対
し
て
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四


